
新潟県の運動に関する
現状・課題と取組について

新潟県福祉保健部

健康づくり支援課
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日常生活に介護等が必要な期間が約10年
新潟県の健康寿命と平均寿命の現状(R1)
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2県民の健康寿命の延伸・健康立県の実現を目指す
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出典：R１県民健康・栄養実態調査

新潟県民の１日平均歩数は全国より少ない
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日常生活での意識した身体活動の状況の割合（男性・年齢階級別）
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意識して体を動かしており、

十分に習慣化している

意識して体を動かしているが、

まだ習慣化していない
意識して体を動かそうと努力してるが、

十分に実行できていない

意識して体を動かしていないが、

動かそうとしている
意識して体を動かしていないし、

動かそうとも考えていない

働く世代の運動習慣のある人は約２～３割
意識している、身体を動かそうとしている人は約７割

出典：R２県民健康・栄養実態調査4



運動を実施していない理由の割合（性別・複数回答）
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病気やけがをしているから

仲間がいないから

場所や施設がないから

子供に手がかかるから
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年をとったから
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仕事や家事が忙しいから
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運動をしていない理由は忙しい、面倒

出典：R２県民健康・栄養実態調査5

これまでの新潟県の運動に関する主な取組
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新潟県健康ウォーキングロード登録事業
（H19～）

歩こうNIIGATA大作戦
（H22～R1）

運動施設リストブックを作成し、
健診機関を通じて配布（H25～R2）

元気大使によるPR
（H19～R1）



健康づくり県民運動「ヘルスプロモーションプロジェクト」

新潟県の目指す姿は
「住んでよし、訪れてよしの新潟県」

【目標】

すべての県民が生き生きと暮らせる健康立県の実現
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【運動のキャッチフレーズ】
意識ひとつで、すべてが運動になる。

歩くのも、走るのも、背筋を伸ばすのだって。
振り返れば、毎日、人はからだを動かしている。
ちょっとずつでもいい。意識的に身体を動かす
ことからはじめよう。

健康づくり県民運動「ヘルスプロモーションプロジェクト」
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新しい生活様式での運動に関する啓発リーフレット

新潟県ホームページからダウンロードして活用できます 「新しい生活様式」で検索

・高齢者の皆様へ（運動編） ・運動施設を利用する皆様へ ・フィットネス関連事業者の皆様へ

特に運動量が少ない働く世代をターゲットに、身体を動かしやすい環境をつくり、皆が日頃から身体を動かす意識
を持ち、運動量の増加と定着につなげる

参加メンバー

大学教授、民間企業、健康づくり・スポーツ医科学センター、協会けんぽ、市健康づくり担当、保健所、まちづくり学校
（ファシリテーター）

取組内容

第１回
検討会
(R3.6.2)

運動促進のアイデア出し、抽出と絞り込み
⇒３つの取組に絞り込み

取組① 取組② 取組③

情報発信 職場での
「ながら運動」

普段は入れないところ
でのウォーキング

第２回
検討会
(R3.7.7)

絞り込んだアイデアの企画化
⇒３グループに分かれて企画を検討

取組シートを作成
し、各職場で施行
的に実践（９月）

各職場での取組
を取材し、SNS等
で発信

第３回
検討会

(R3.
10.26）

企画した取組の実践（取組①③）
先に取り組んだ結果の共有（取組①②）
⇒結果を共有し、今後の進め方を検討

会場の選定・交渉、
企画内容の検討

試験的に実施

（デンカビッグス
ワンスタジアム）

当日の取組の振
り返り

取組③に参加・
取材、

これまでの取組
の振り返り

取組③に参加、

これまでの取組
の振り返り

各取組の報告

・参加者の各職場での取組への活用
・来年度以降の県の取組の検討 等

取材

参加

参加・取材

R3 働く世代の運動促進のための検討会R3 働く世代の運動促進のための検討会

Web公開
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
(本日)

県内企業等を対象に開催
・各取組の報告
・各事業所での取組紹介
・効果的な取組等のディスカッション
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所属・役職 氏名

新潟医療福祉大学健康科学部健康スポーツ学科 教授 佐藤 敏郎

新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター 健康運動指導士 栗林 麻里子

藤次郎株式会社 取締役常務 若林 和弘

〃 課長補佐 甲田 清香

オーエムネットワーク株式会社 取締役 総務部長 田中 良太

〃 総務部 人事経理課長 栗原 朋子

全国健康保険協会 新潟支部企画総務部保健グループ長 高杉 玲子

新潟市保健衛生部保健所健康増進課 係長（第１回） 古山 雅美

〃 主査（第２、３回） 佐藤 美和子

燕市健康福祉部健康づくり課 副主幹 五十嵐 恭子

〃 保健指導専門員 今泉 朝子

三条地域振興局健康福祉環境部 地域保健課長 相馬 幸恵

NPO法人まちづくり学校 代表理事（校長）※ファシリテーター 大滝 聡

働く世代の運動促進のための検討会 検討メンバー
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【第1回】働く世代の運動促進のための検討会 （R3.6.2）【第1回】働く世代の運動促進のための検討会 （R3.6.2）

順位 アイディア 得票数

1 普段入れない場所でのウオーキング 9

2
健康企業ランキング。トップ１０は名刺に乗せられるなど特典あ
り。

7

3
自治体き企業のトップ自らが運動に取り組んでいる様子をSNSで
発信する。

6

4
ウェアラブルを貸し出し。かっこいい！おしゃれなトレーニング
ウェアや運動便利グッズの紹介。

6

5 スニーカー通勤 5

6 歩いた先においしいものがある休憩所 4

7 トイレにながら運動を掲示し、リフレッシュ時間の確保 4

8
歩数目標達成者は、生協や健診などファストパス制度を活用でき
る

3

9 歩数をポイント化して、寄付できる仕組みをつくる 3

10 歩数に応じて、駐車場割引サービス 2

87個のアイディア

グループでのアイディア出しの様子

アイディアを全体で共有、絞り込み
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【第２回】働く世代の運動促進のための検討会 （R3.7.7）【第２回】働く世代の運動促進のための検討会 （R3.7.7）

佐藤敏郎先生の運動のレクチャー＆実践

グループでの検討の様子
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〇９月健康増進普及月間に実施
〇勤務時間にできる運動を職場に掲示または社員に配布
〇７企業・団体、319人参加！
〇健康立県Twitterで取組をツイート(実験プログラム１)

実験プログラム2：企業でのながら運動、ちょこっと運動の実率UP
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燕市健康づくり課の取組
藤次郎株式会社（燕市）の取組

実験プログラム1：企業でのながら運動、ちょこっと運動の実率UP

新潟市保健所健康増進課の取組

9/1～10/５の期間で、16件のツイートを発信 総閲覧数：18,106

実験プログラム3：普段は入れないところでのウォーキング

実証実験

のぞけ！裏側わくテク探検
と き 令和3年10月26日（火）
ところ デンカビッグスワンスタジアム
参加者 検討会メンバー 17名

☞ トラックやスタンドのほか、ロッカールームや貴賓室など普段は入れないような
ところまで、スタジアムの名ガイド解説付きで探検しました

☞ 「歩数ぴったり賞をめざせ」や「クイズ（ガイドの中にヒントあり）」「かくれ
○○○をさがせ」といったアトラクションで楽しめる内容に工夫しました

みんなが参加したくなる
ようなことをしたい！

楽しみながら自然と運動が
出来るようにしたい

あんなところや

こんなところも

最後はみんなでトラック１周
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